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例　　口

1・本書は平成15年度の佐久市高速交通課による道水路新設改良事業（近津神社前）に伴う発掘調査の報告書である。

2．発掘調査は、佐久市教育委員会文化財謀が担当した。

3・本書に掲載した地図は建設省国土地理院発行の地形図（1：25，000）、佐久市発行の基本図（1：2，500）を使用した。

4・発掘調査は小林眞寿・森泉かよ子が担当し、本書の執筆・編集は森泉が行い、小林眞寿が校閲した。

5．本遺跡の遺物等の資料は佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

凡　　例

1．遺構の略号は次の通りである。

F一掘立柱建物址、D－土坑、PT単独ピット、M一溝址

2．遺構番号は発掘調査時の番号を変更しないでそのまま使用しているため欠番がある。

3．挿図中の遺構の縮尺は原則として1／80である。異なる場合は図中に明記してある。

4．挿図中の遺物の縮尺は1／4である。異なる場合い図中に明記してある。

5．挿図中のスクリーントーンは以下のことを示す。

遺構
地山断面 閻 柱　　　痕

遺物

須恵器断面 － 柚 － 礫
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第I章　発掘調査の概要

第1節　調査の経緯

東近津遺跡は佐久市の北部、佐久市長上呂にあり、浅間山麓の放射状に延びる「田切り」地形の発達する地点にある。

この細長い台地上には多くの遺跡群が存在する。本遺跡近津遺跡群では、国道を挟む北西で昭和46年に西近津遺跡が発

掘調査され、弥生時代後期1棟、古墳時代後期3棟の竪穴住居址が検出されている。また田切りをこえてすぐ南では周坊

畑遺跡群南近津遺跡が平成9年に調査され、古墳時代後期14棟、奈良時代10棟、平安時代7棟、不明4棟の計35棟の竪穴

住居址、掘立柱建物址3棟等が検出されている。

今回、道水路新設改良事業が本地籍で計画され、試掘調査をしたところ、遺構・遺物が検出された。事業によりこれら

の遺構・遺物の破壊が余儀なく、発掘調査をする運びとなり、佐久市教否委員会文化財課が調査を実施した。

なお、発掘調査は拡幅部のみで、現道部分は水道、下水道等により既に破壊をうけており、遺構も破壊されていること

から調査はしていない。

遺　跡　名　近津遺跡群東近津（ひがしちかつ）遺跡（略号　NHT）

所　在　地　佐久市大字長土呂字東近津1181－21外

調査原因者　佐久市高速交通課

開　発　事　業　遺水路新設改良事業

発掘調査期間　平成15年11月18日～12月4日

整理調査期間　平成15年12月　～平成16年3月

調　査　面　積　134r高（開発対象面積503．09ni）
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第2節　調査組織
調査主体者　　佐久市教育委員会教育長　高　柳　　勉

事　務　局　　　教育次長　　赤羽根　寿文

文化財課長　　嶋崎　節夫

文化財係長　　高村　博文

文化財係　　林　幸彦　　三石　宗一

上原　学　　赤羽根太郎

調査体制

調査担当者　　小林　眞寿　森泉　かよ子

調査副主任　　堺　益子

調　査　員　　小林百合子　　林　美智子

羽田　貴意　　細谷　秀子

第3節調査日誌
平成15年
11月18日

現道の南側拡幅部に重機を入れ、耕作土の除去を行い、

遺構検出を行う。

遺構が検出されたので、発掘調査を開始する。

機材の搬入。

11月19日

現遺北側拡幅部に重機を入れ遺構横山を行う。

プラン確認図作成後、23日に近津神社で祭礼があるため

北側は埋戻す。

11月24日

重機により、北側拡幅部再度表土剥ぎ。

11月28日

南側拡幅部調査終了。

11月29日

南側拡幅部を重機により埋め戻す。

12月3日

北側拡幅部の調査終了。機材撤収。

12月4日

北側拡幅部を重機で埋め戻す。

12月4日～平成16年3月31日

室内にて、遺物洗浄・遺物注記・遺物実測・実測図トレース・

図面修正・報告書編集作業を行い、報告書を刊行する。
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須藤　隆司

出渾　力

佐藤　愛子

柳沢千賀子

小林　眞寿

清水　幸子

山浦　豊子

冨沢　一明

中條　悦子



掘立柱建物址・ピット群・土坑・溝址が検出されたが、住居址はなかった。時代がわかる遺構は少なく、Dl弓・土坑は土

師質皿が出土し、近世であろうか。D6弓・土坑からは凝灰岩製の砥石などから奈良・平安時代頃と推測される。Ml号溝

址は上限はわからないが下限は磁器などから近代まで使用されていた道路で、今の舗装された道路の前に使用されて

いた道であろう。

遺物は古墳時代後期の土師器蛮片・鉢片、奈良・平安の須恵器楽・杯片を出土している。本遺跡では竪穴住居址はなか

ったが、周囲にこれらの時代の竪穴住居址があることは土器片から推測される。

第4図に周辺遺跡の発掘調査による竪穴住居址の分布を示したが、近津神社周辺の北近津・西近津遺跡では古墳時代

中期の竪穴住居址があり、集落をなしていた。南の周防畑遺跡群では古墳中期の竪穴住居址はなく、古墳後期後半～奈

良時代の住居址が中心となっている。近津神社付近は古墳時代中期5C頃に集落がみられ、その南の周坊畑遺跡群では

7～8C頃の集落がみられる。近津神社付近は古東山道通過地点諸説の中の一つとされ、（井出止義、1995r佐久市志

歴史編（一）J「東山道と佐久」）、古墳から奈良時代の集落がみられることは注目される。

また、本遺跡の西、西近津遺跡から弥生後期の住居址が検出されており、南の森下遺跡に検出された弥生時代後期の

集落が近津神社付近まで広がっていた。
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第Ⅲ章　遺跡の立地と環境

東近津遺跡は佐久市の北部、小諸市との境にあり、浅間第1軽石流（Pl）が地盤をなしている。「田切り」地形が発達し、

東近津遺跡はその台地上の遺跡で近津遺跡群の一つである。近津神社の南にあり、鬱蒼たる松林に隣接している。台地

の南辺にあたり、すぐ低い田切りに接している。小諸市境となる大田切りは「湧玉用水」ともよばれ、御代田町湧玉から

の湧水を流下させており、その周辺に水田耕地村落が早くから発達したところである。この田切りと本遺跡の台地の南

北間は約150m程しかなく幅狭い台地となっている。しかし、南の田切りは浅く、規模などから古代においては、近津遺

跡群、西近津遺跡群、周防畑遺跡群は同一の台地と考えられる。

周囲の発掘調査状況をみると、昭和46年に国道を挟んですぐ西の4－1西近津遺跡群西近津遺跡と150m程北東の2－1

近津遺跡群北近津遺跡が発掘調査されている。西近津遺跡では弥生後期1棟と古墳時代中期1棟、古墳時代後期2棟の

竪穴住居址と北宋銭を伴う中世以降の溝址8本が検出されている。北近津遺跡では古墳時代中期3棟、古墳時代後期1

棟の竪穴住居址、外に時期e性格不明の土坑3基と単独ピットが検出されている。隣接して近津古墳が確認されている。

西近津遺跡群の南辺を昭和63年に4－2森下遺跡、平成2年に4－3三貫畑遺跡を発掘調査している。弥生時代後期、古墳

後期後葉から奈良。平安時代の住居址が調査されている。浅い田切りを挟んで南の台地、周防畑遺跡群では、昭和54e55

年に周防畑A遺跡e周防畑B遺跡、昭和58e平成3年若宮遺跡、平成9年に南近津遺跡が調査されている。若官遺跡では

古墳時代後期～平安時代、ことに古墳後期末～奈良時代の住居址が検出されている。南近津遺跡では、古墳時代後期～

奈良を主体として平安時代の竪穴住居址が密集して検出されている。弥生時代後期の土墳墓と思われる士墳1基もある。

周囲を概観してみると弥生時代後期の竪穴住居址、古墳時代中期e後期の竪穴住居址、奈良e平安時代竪穴住居址、中世

以降の溝址などがみられ、弥生時代後期、古墳時代中期から後期、奈良e平安時代e中世の遺構が分布し、集落を形成して

た様子がわかってきている。

第1表　周辺遺跡一覧表
i　 N o 遺跡名 所在地 調査年度 検出遺構 ・出土遺物等

！ 1 近津遺跡群東近津遺跡 長土呂字東近津 平成15年度 掘立柱建物址1、土坑6、溝4　本調査

i　 2－1 近津遺跡群北近津遺跡 長土呂字北近津 昭和46年度 住居址13．土坑7

3－1 周防畑遺跡群周防畑A 遺跡 長土呂字面下北原 昭和54年度 住居址5、溝3

3－2 周防畑遺跡群周防畑 B 遺跡 長土呂字大豆田下中田 昭和54 ・55年度 住居址4 1′　周溝2′　土坑17

3－3 周防畑遺跡群若宮遺跡 ト Il 長土呂字若宮 昭和58 ・平成3年度 住居址16 （古墳～平安）

3－4 周防畑遺跡群南近津遺跡 長土呂字面近津 平成9年度 住居址35、掘立柱建物址3、土坑1′　溝3

3－5　 i周防畑遺跡群入高山遺跡 長土呂字入高山 平成11年度 住居址8，掘立柱建物址8，周溝1．溝3

3－6 周防畑遺跡群1 長土呂字東近津 平成4年度 検出遺構なし

3－7 周防畑遺跡群5 長土呂字入高山 平成7年度 検出遺構なし

3－8 周防畑遺跡群中仲田遺跡 l ・Il 長土呂字中仲田 平成11 ・平成12年度 住居址1．掘立柱建物址1．土坑22′　溝6

3－9 周防畑遺跡群辻の前遺跡 l ・II 長土呂字辻の前 平成11 ・平成12年度 住居址17．竪穴状遺構1．土坑10，溝9

3－10 向畑遺跡1 長土呂字向畑 平成3年度 検出遺構なし

4－1 西近津遺跡群西近津遺跡 長土呂字西近津 昭和46年度 住居址4

4－2 西近津遺跡群森下遺跡 長土呂字森下 昭和63年度 住居址20．特殊遺構3′　土坑29．溝6

4－3 西近津遺跡群三貫畑遺跡 長土呂字三買畑 平成2年度 住居址4

5－1 芝宮遺跡群芝宮遺跡　 第一次 長土呂字北下中原 昭和54年度 土坑7′　溝2

5－2 芝宮遺跡群芝宮遺跡　 第二次 長土呂字北中中原 昭和55年度 土坑7．溝2
5－3　 ！芝宮遺跡群芝宮遺跡 第三次

長土呂字北下中原 昭和57年度 土坑7′　溝2

5－4 芝宮遺跡群下芝宮 l～ lV 長土呂字下芝宮 昭和62 ・昭和63 ・平成2年度 住居址9．掘立柱建物址6．土坑13，溝 13

5－5 芝宮遺跡群南上中原 ・南下中原 長土呂字南上中原 ・南下中原 昭和63 ・平成5年度 住居址15′　竪穴状遺構3，掘立柱建物址5′　土坑1、溝2

5－6 芝宮遺跡群高山遺跡 l ・ll 長土呂字下高山 平成5 ・平成6年度 住居址31，掘立柱建物址15，土坑27，溝5

5－7 芝宮遺跡群上高山遺跡 l ・ll 長土呂字上高山 平成1 ・平成3年度 住居址3，掘立柱建物址5，溝1

5－8 芝宮遺跡群上芝宮遺跡 l～V l 長土呂字上芝宮 平成4～平成9年度 住居址16、掘立柱建物址3、土坑6

5－9 芝宮遺跡群下曽根遺跡 Il～Vll 小田井 平成6～平成11年度 住居址109′　竪穴状遺構2．掘立柱建物址41．土坑9、溝5

6 曽根城遺跡 小田井字曽根城 縄文～平安

7－1 長土呂遺跡群聖原遺跡 l ・‖～∨巨 IX 長土呂字上聖原 ・新城 平成1～平成7年度 住居址975．掘立柱建物址850，土坑435′　溝77

7－2 長土呂遺跡群下聖端遺跡 ト ‖・IV 長土呂字下聖端 昭和63 ・平成4 ・平成11年度 住居址55′　竪穴状遺構2、掘立柱建物址40，土坑4、溝13

7－3 長土呂遺跡群上聖瑞遺跡 長土呂字上聖端 昭和63年度 住居址47，竪穴状遺構2，掘立柱建物址21′　土坑2．溝12

7－4 長土呂遺跡群聖原遺跡X 長土呂字上聖端 平成7年度 住居址35′　掘立柱建物址39，土坑32，溝8
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N o 遺跡名 所在地 調査年度 検出遺構 ・出土遺物等

7－5 長土呂遺跡群曽根新城遺跡 ト lト Ii卜 IV ・Vl 長土呂字新城 ・下穴虫 平成1～平成 5年度 住居址 20 ．娼立柱建物址7．土坑】4．溝 13

7－6 長土呂遺跡群下伯母額遺跡 長土呂字下伯母塚 平成 9年度 住居址 9、溝5

7－7 長土呂遺跡群上村追跡 長土呂字上村 平成 7年度 土坑 1、溝 3

7－8 長土呂遺跡群上前田遺跡 長土呂字上前田 平成 8年度 土杭2 5、溝3

8 －1 下蟹沢遺跡群下蟹沢還跡 長土呂字下蟹沢 平成 1年度 検出退場なし

9－1 枇杷坂遺跡群円正坊遺跡 l ・‖・lV 岩村田字円正坊外 昭和 59 ・平成1 1～平成 13年度 住居址 34 ，掘立柱建物址 2 1，周溝1 7．土坑7、溝 6

9 －2 枇‡巴坂遺跡群円正坊遺跡 Il ・V 岩村田字円正坊外 平成8 ・平成 11 ・平成 T4 年度 住居址 13 ．紹立柱建物址 1．古墳址 1．土坑 10

9 －3 枇杷坂遺跡群直島遺跡 l～川 岩村田字直践 平成9～平成1 1年度 住居址 17 ．竪穴状遺構3．掘立柱建物址 1、周満 2，土坑3 0 ．溝6

9 －4 枇杷坂退跡群上直路遺跡 岩村田字上直路 昭和6 0年度 住居址2．滴 2．餌釧

9－5 枇杷坂遺跡群清水田遺跡 l～間 岩村田字清水田 昭和5 3 ・平成 10 年度 住居址2 0．溝2

9 －6 枇杷坂遺跡群上久保田向遥周り ・ll ・V ・ⅥI 岩村田字上久保田 平成1～平成 6年度 住居址4 5．掘立柱建物址4 8 ．土坑 19 ．溝 19 ．河川跡 1

9－7 枇杷坂遺跡群馬石遺跡 岩村田字黒石 昭和6 2年度 土坑2 （弥生後期壷棺墓 1）

10 －1 岩村田遺跡群六供後追跡 岩村田字六供後 昭和 5 5年度 溝

10－2 岩村田遺跡群内西浦遺跡 l～＝ 岩村田宇内西浦 平成 1 ・2 ・12 年度 住居址 10 ．竪穴状遺構 7．掘立柱建物址、土坑 21

10－3 岩村田遺跡群柳堂遺跡 岩村日宇柳堂 平成 10 年度 住居址 3、竪穴状遺構】3．掘立柱建物址2′土坑2 11，溝2 3．周湧 3．持殊遇構7

10－4 岩村田遺跡群上木戸遺跡 岩村田字上木戸 平成 13 年度 住居址 1，掘立柱建物址 1、土坑8．周溝1

10－5 岩村田遺跡群中宿退跡 岩村田手中宿 平成9年度 住居址 3、竪穴状遺構 7一土坑 14 ．墓坑

10－5 岩村田遺跡群王城跡 岩村日宇古城 昭和5 4年度 掘立柱建物址 1．土坑

10 －7 岩村田遺跡群黒岩城跡 岩村田字古城 昭和5 5 ・59 年度 住居址 15 ．竪穴状遺構5 4、脇立棲建物址3、土坑2 86

10 －8 岩村田遺跡群菅田遺跡 l～ lV 岩村田字菅田 昭和5 9～平成 1年度 溝 1

1 1 中久保田遥跡 岩村田字中久保田 弥生～平安



第 2 表　 周辺遺跡 竪穴住居址遺構一覧

遺跡名 弥生後期 古墳中期 古墳後期 奈　 良 平　 安 不　 明

北近津遺跡 3 1 13棟の内4棟調査

西近津遺跡 1 1 2

南近津遺跡 14 10 7 4

若 宮 遺 跡 9 4 2

森 下 遺 跡 5 3 8 4

三買畑遺跡 2 2

ー6－



N o 遺跡名 所在地 調査年度 検出遺構 ・出土遺物等

T2 11 栗毛坂遺跡群前藤部遺跡 小田丼字前藤部 平成 8 ・平成 9年度 住居址 10 ．竪穴状這欄 82 ，掘立柱建物址 4．土坑 93 9．溝3 8

12 －2 栗毛坂遺跡群西曽根遺跡 Il ・間 岩村日宇西曽根 平成 3 ・平成 5年度 掘立柱建物址7．土坑 1、河川跡 1

13 西赤座追跡 岩村田宇西赤座 平成 14 年度 住居址、溝

14 上着子追跡 岩村田字上岩子 平安

15 潰石遺跡群 上平尾字濃石 弥生～平安

1（ト1 腰巻退跡群腰巻 ・西大久保 Il 上平尾字腰巻 ・西大久保 昭和6 2 年度 住居址 7′　竪穴状退場 1．土坑 4．溝4

1 7 西大久保遺跡群 上平尾字西大久保 縄文～平安

1 8 桟敷追跡 安原字桟敷 平安

1 9 上小平遺跡 岩村田字上小平 平安

20 －1 下小平遺跡 岩村田字下小平 昭和5 5年度 住居址6′　土坑1 4、溝2′　周溝2

2 7 蛇嘩遺跡群 安原字蛇堰 平安

22 －1 上の堀遺跡群上の城追跡 岩村田字上の城上丹過 昭和4 8年度 住居址4 9．土坑 13 1′　濡7、特殊遺構 1

22 －2 上の域遺跡群観音堂遺跡 岩村田字観音堂 平成9年度 住居址 1．竪穴状遺構2 7、溝3．土墳墓4

23 宮の後退跡 岩村田字宮の後 弥生～中世

24 －1 一本柳遺跡群棄一本柳遺跡 岩村田字東一本柳 昭和 4 3年度 住居址 5

24 －2 一本柳遺跡群東大門遺跡 岩村田字棄大門 平成 1年度 溝2

24 －】 一本柳遺跡群北一本柳遺跡 岩村田字北一本柳 昭和 47 年度 住居址 16 、土抗5 1

2 4－4 一本柳追跡詳西一本柳遺跡 l～ lX 岩村田字西一本柳 平成 3～平成 14 年度 住居址 40 5．竪穴状遺構1、土坑 10 1 ．溝6 8 、周溝 4

2 4－5 一本柳遺跡群中長塚遺跡 l ・ll 岩村田字中長塚 平成 8～平成 10 年度 水田址

2 4－6 一本柳遺跡群松の木遺跡 l～川 岩村因字松ノ木 平成 8～平成 10 年度 住居址 17 、掘立柱建物址 1、士坑 2．溝5

2 5 北西の久保遺跡 ・古墳群 岩村日宇北西の久保 昭和4 4 ・4 5 ・57 ・6 0年度 住居址 15 8．周溝墓、木棺墓ほか

26 －1 中西の久保退跡群中西の久保遺跡 l～ lV 岩村田字中西の久保 平成4 ・7・9 ・10年度 住居址 91 ．掘立柱建物址 15 ．土坑4一　溝 7

2 7－1 鳴澤遺跡群五里田遺跡 順々井字五里田 平成9年度 住居址4 3 ．掘立柱建物址 2．土坑 37 ．滴 7、周溝5．周淫2

28 －1 西一里塚遺跡群西一里塚遺跡 岩村田字西一里塚 昭和4 8年度 住居址 11 ．竪穴状遺構1．土坑1．溝6，環濠

28 －2 西一里塚遺跡群餅田遺跡 岩村日宇堰向 昭禾ロ4 8年度 濡1 水路 1 （近代）

29 塚原屋敷添遺跡 頓原辛屋敷添 平安

30 上砂田遺跡 岩村田字上砂田 弥生～平安

3 1 常田居屋敷遺跡群 常田字屋敷 弥生～平安

32 和田原遺跡群 小諸市宇和田原 縄文～平安

3三I 入北原遺跡 小諸市字入北原 古墳～平安

3 4 濁り遺跡 塚原字濁り・丸山 平成 4年 水田址 ・活

第Ⅲ章　基本層序

近津遺跡群東近津遺跡の立地は浅間第1軽石流が基盤をなしている。耕作土は全般に浅く、既に地盤である浅間第1

軽石流が露出している所もある。遺構覆土は、暗褐色tが大半である。

標高716．30m

第5図　基本層序模式岡

ー7－

第I層　暗褐色土層（10YR3／3）

耕作七

第Ⅲ層　明黄褐色土層（10YR6／8）

（浅間第1軽石流）



第Ⅳ章　　遺構と遺物
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第1節　掘立柱建物址
1）F1号掘立柱建物址（第7図，図版一・四）

P3　　　　　　　　　　P2

標扁　71630m
（1こ80）　　　2m

8一

第7図　F1号掘立建築物址



第 3 表　 F l 号 掘 立 柱 建 物 址 出 土 遺 物 一 覧 表 （ ）雑定 ・く 〉那 … まl－から川 婆．底経 ．糾

番号 岩錘垣 i去JLt 成　 形 ・調　 整 ・色　 調 l
】　　 附 ・残√朴 他　　 l　 日用

lhllり

lノLl　　　　　 rl 供　　　　　　 血

F 1－1
兢患器
蟄

ll縁ヨコナデ→1，は問生狐文
〃く（N 5／0 ）
断面　 灰褐 （7．5Y R6／2）

l I縁ヨコナデ→／11郡タタキメ
J天 （N6／0）

緻
f i
Jトi

妄・長f f・∴l：池 精 子を含む。
［瑚封一l‾

F I　 P3

Aお8グリットにあり、北側は調査区域外であるため、規模・形態はわからない。東西2．76m、東西の柱間は異なり、1．6

と1・16mを測る。柱穴の規模は短径32～36cm、深さ48～60cmを測り深い。Plでは明確な柱痕が残り、堀方はほとんど

地山と変わりないロームがみられた。P3上面より、須恵器蛮片が出土している。

須恵器嚢は外面に平行タタキメ、内面に同心円のあて貝痕を残している。これのみで時期は推定できないが奈良時代

以降の遺構であろうか。

第2節　土坑

1）D1号土坑（第8図，図版一・四）

Bく1グリットにあり、西と南はカクランに

より壊され、規模・形態は不明である。北東隅

が残存し隅丸方形を呈するものと推定される。

深さは14cmで浅く、底面は平坦である。覆土二

は暗褐色土である。土師質皿が出土している。D2

土師質皿は口縁部から底部が内湾気味で

ある。時期は破片で全器形が明らかでないが

近世であろうか。

2）D2号土坑（第8図，図版一・四）

Aき10グリットにあり、南側一部をカクラ

ンに壊される。楕円形を呈しテラスをもつ。

長軸120cm、短軸100cm、深さ38cmを測る。

覆土は黒褐色土層である。遺物は須恵器蛮片

が出土する。

魔
順
爛
々

I
j
〒
蜜
品
遠
　
－

ミ≡≡豆票1）

㍉葛
Dl　土層説明
1．暗褐色土層（10YR3／3）　ローム粒子・パミスを含む。

l八心“、八や、

】
E
O
N
．
雲
ト
椎
竪
　
　
－

ノ
…

道　　　　路

D2　士層説明

1・黒褐色土層（10YR2／3ノ　ローム粒子・パミスを含む。

3）D3号土坑（第8図，図版一・四）

Aき10グリットにあり、南と東をカクラン

に壊され、形態・規模は不明である。残存部か

らは円形を呈すと推定される。深さ17cmを　D4
測り、底面は平坦である。山土遺物には須恵

器高台付杯の高台部がある。

4）D4号土坑（第8図，図版二・四）

Aう7グリットにあり、カクランに南側を切

られ全容は明らかでない。東西324cm、深さ

81cmを測る。円形を呈すが、底面形は方形基

調である。覆土は暗褐色土層である。出土遺

物は須恵器壷、須恵器賓、土師器鉢（内面黒色

処理）、武蔵賓片の小破片がある。

「盲－⊥三上路

隈
憫
臓
川
蝉

－
E
O
∵
雲
ト
帳
蟹
　
－

」－l　‾雪

D3　土層説明

1・黒褐色土層（10YR3／r2）り－ム粒子・パミスを含む。

1（D3）

D4　土層説明
1暗褐色土層（10YR3／41　ローム粒子・パミスを多量に含む。
2　褐色十層（l nYR4／4）1層よりローム粒子を多量に含み、パミスEを含む。
3．にぷい黄褐色土層（10YR5／4）ローム王体。

第8図　Dl～D4弓」二坑

ー9－

0　　（1こ4）　　10cm

（1ニ80）　　　2m



5）D5号土坑（第9図，図版二・四）　　　　D5

Bけ3グリットにあり、D6と東でわずかに

重複し切る。長軸156cm、短軸116cm、深さ44

cmを測り、楕円形を呈す。覆土は褐色土である。

出土遺物には須恵器楽片と、鉄紬揺鉢の破片

がある。招鉢破片は上面のカクランから出土

し近代のものである。

6）D6号土坑（第9図，図版二・三・四）

Bく2グリットあり、南端は調査区外で一部

未調査である。径194cm、深さ90cmの円形土　D6

坑である。覆土は暗褐色土である。底面は平坦

で、南壁中位より、砥石が出土している。

砥石は凝灰岩製で、スリ面と櫛歯状の使用

痕が残る。

「ノ
－　　標高7ユ570m　　－

夢二‾－；一彦

野
戦乞5）

D5　土層説明
1．褐色土層（10YR4／4）　ロ1ム粒子を多量に含み、パミスを含む。
2．黄褐色土層（10YR5／6）ローム主体。

標高715．70m

施‥‾こ去諺

へ
日
周
『
‖
∪

琶∃1。。6）

D6　土層説明
1暗褐色土層（10YR3／4）ロ‾ム粒子を多量に含み、パミスを含む
2．褐色土層（10YR4／4）　ローム主体に褐色土を含む。
3．にぷい黄褐色上層（10YR5／4）ローム主体。

0　　（1こ4）　　10cm

第9図　D5・D6号土坑 0　　　（1こ80）　　　2m

第4表　土坑出土遺物一覧表　 （）推定・く　〉残品i上し一間ニからり径・底行・特高

番号 器鍾 は量
成　形・調　整・色　調 胎ト残存：い他 IIH宜椚

内　　　　　 面 外　　　　　 面

Dト1

かわらけ （11．2）ロクロナデ ロクナデ→底Jll糊り離し 緯致軋後1仙以トの11°英・赤色粒f・黒色粒トを

Dl‖l （5．6）

2．1

ほ蛮柏（10YR8ノ3） 報賞楕（10YR8／3）

l

1む。

1線1ノ8、底部1／】2

D1－2

頂点器
炎

ナデ
J州l（2．5Y8／1）

タタキメ
戯尿（2．5Y6／1）

細れ英・細艮石を合む．、
破Jl Dl

D2－1

須恵㌫
淡

り弧文 タタキメ 璃f英・律3111111以下の長イ1°・日英を含む．

D2l天（N5／0） 灰（N6／0） 破J‘l

D3－1

須恵器 ロウロナデ ロクナデ→底部切り離しう

．‘．一上、l－　1

対

I

イf英・径1，－－m以トのkHを含むJ

’湖’1／8 D3回口付杯 （10．0）
く1．4〉J天l’1（5Y8／1）

lJ日出、」
にぷい楕（7．5YR7／3）

氏IIJ

D4▼1

叫押

Tltr
乙1

ロクロナデ ロクロナデ 袖〃英・細長〃・縮黒血湘イを含む．ノ

D4オリーブ尿（2．5CY5／1） I天（N5／0） 融

外

射Il

面IJl然紬付れ

D4－2

壇患器
細

「r】弧丈 ヨコナデ 細石英・細長イIを含むノ

D4灰（N6ノ0） J天（N5／0） 破Jll‾

D5－1

須恵出 ヨコナデ タタキメ 対！f英・細山イiを含むU
D5淡 l天よl呈（2．5Y6／2） よl宣尿（2．5Y6／1） 破Jll

D5－2

鉄紬 右引1 鉄柵 趣致酪
D5カクラン揺鉢 にぷい赤掲（2．5YR5／4） 暗赤褐（2．5YR3／3） 破ノー1

番り 鍾鮒　　 l　長さ（cnl） l　巾（cn－）　 1 Ilノさ（clu） l ilさ（ど） I　　 l備　考 目　上f一㌧椚

D6－1
1前f　　 1　 11．6　 1　　 3．5　　 】　　 2．1　 1　　 99．3　　 日椒ノ膏一子、スリIrIf3 No．1

－10－



第3節　単独ピット（第10図）

本遺跡から29個のピットが検出された。柱痕が観察できないものは木の根の可能性もあり、柱穴とはいえないものも

含む。

11－



第4節　溝址

1）M1号溝址（第1川舶図版三・四）

Bけ3～Cう6グリットにあり、現道の南側に沿って東西に走る溝である。底面は非常に締まり、底面上面は砂粒層がのっ

ていた。現舗装道路前の道路跡である。

出L遺物は奈良～平安の高台付杯片と近代のガラス玉、製品不明の磁器片が出土する。

2）M2号溝址（第11囲，図版三・四）

調査区中央で南北に走る溝である。幅80～115cm深さ8～19cmを測る。覆土は暗褐色土で、流路の痕跡はない。

出土遺物は須恵器杯、須恵器楽片がある。須恵器杯は底部回転糸切り離しである。奈良・平安時代以降の満であろう。

3）M3号溝址（第11図，図版三・四）

Aか9～Aか10グリットにあり、カクランに大半を壊される。セクション面で幅104cm、深さ21～24cmを測る。覆土は

黒褐色士である。出土遺物はない。

4）M4号溝址（第11凶，図版P巾

Bこ4～Cあ4グリットにあり、Mlに切られ、カクランに壊される。幅58～78cm、深さ6～16cmを測る。覆土は暗褐色土

である。流路の痕跡はない。出土遺物はない。

MI Ml　土層説明

辛慧買A’呈瀾㌶濡鵠棋憲一憲憲笹拙l州

1（Ml）

巳意　　∈▲
2（Ml）　　　3（Ml）

〔
4（Ml）

M2

A　標高71600m　皇’
2

ジ．iノ‘－．云覆

磁旦
M3
A　標高716．40m A’

二′；．．二幸で．．了

M4

生還A’

M2　土層説明
1．暗褐色土層（10YR3／3）　ローム粒子、パミスを含む。

2・暗褐色土屑（10YR3／4）　ローム粒子、パミスを多量に含む。

＿　＿．⊥＿表＿′　lノ　嘲評ヽ
1（M2）　　　2（M2）　　　　　3（M2）

M3　土層説明
1．黒褐色土層（10YR3／2）　ローム粒子、パミスを含む。
2．暗褐色土層（10YR3／4）　5mm大のロームブロック、パミスを含み、ロー

ム粒子を多量に含む。

M4　土層説明
1．暗褐色土層（10YR3／3）ローム粒子、パミスを含む。
2．褐色土層（10YR4／4）　パミスを含み、ローム粒子を多く含む。

第11図　Ml～M4号溝址

0一球－O
⊂フ

砺iMl）

0　　　（1こ4）

0　　　（1こ80）

10cm
2m

第5表　 溝址出土遺物一覧表　 （）推定・く〉城u、法りは1・から一府．底径．器高

番り　　　 岩紳重
成　形・調　整・色　調　　　　　　　 l

はり1 内　　　　　 面 外　　　　　 面 胎上・城存．lC・他 J 上川

M1－1

須恵器

（10．4）
く0．7〉

ロクロナデ ワクロナデ→底部切り離し→ ！イ

I

英・往1川以トの艮ハ・！二l二と色粒子含む。

MllH一台付杯
抽天（2．5Y5／1）

高台拙付
蛮尿（2．5Y5／1）

1／16

M】－2

須

ll‘詐

止は音

㌻付杯

ロクロナデ
矧天（2．5YR6／1）

ロクロナデ
頂尿（2．5YR6／1）

弾

け英含む。

一部残！f

Ml

M 1－3

須

高台

点㍑

l付杯

ロクロナデ

ノ天（7．5Y6／1）

ロクロナデ
褐灰（10YR6／1）

密
イf英・細11言H 含む、、
台－一部残！〆

Ml

M 1－4

ガラス

おはじき
4．2
4．2
1．0 丁と形

No．1

番号 誹楯 日経（cm）1底往（。m） 器高（cm） 色調　　　　　 l　 残存　　 J基地 ・用　 ・悌考 日　Hl．rm

M ト5 鉄細？ ［ 内
外

鋸 課 詔一骨摘 ） ［馴
No．2．No．3

番号 ㍑補 がな　　で l　　 附 ・肌 … 也
l上位椚r、1 内　　　　　 面 外　　　　　 面

M2－1

汀IJI準 ロケロナデ ロクロナデ→底部切り離し後 l妓・行目m以トのじ！ト黒血粘√祢払

M2杯 （8．8）
く1．1〉 I天Jl旨（2．5Y7／2）

手持ちへフケスリ
抜出（2．5Y7／3）

131／8

M2－2

須恵器 ロケロナデ ロクロナデ

I
J
或
．こ、細長1「合むつ

M2杯 尿出初（10YR6／2） I天上11褐（10YR6／2） 披ノ‘l‾

M2－3

須準 イく明（測離のため） タ．タキメ 即行※・往1mnlのkH ・黒色粒Jl含む

MZ
断Ini l天褐（7．5YR6／2）

尿（N5／0） 搬男
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第5節　トレンチ出土遺物（第12図・図版四）

検出及びカクランより出」二した遺物を掲載した。古墳時代後期土師器楽、奈良～平安時代の須恵器鉢・杯・婆、土師器杯

片が出上している。また現舗装道路に沿うカクランからは近代の陶舶呂・鉄製品が山土した。

71∈ヨ72

．酵て塗♂6
4　　　　　第12図トレンチ出土遺物

釦
m
H
＝
U
H

□　　　　7

第 6表　 トレンチ 出 ：上遺物 一 覧 表　 ＝ 船上・〈　 残品 法相よ上から川ト 底律．㍑訂

糾 I ＋。＋I＋ i去：ll： 成：月ラ㌧調形‾ニ頂す一灯 iI，tl
胎ト 妓！／こ：lい他

1

】上帖内　　　 ［「ri　 l　　 妬－　 値

1

須1t器 （2】．0） ロケロナデ ロクロナデ 細rl‘l英・縮1畠 ・ほ1m 以トの黒色粒！含む．

N トレ検＝鉢
〈2．1）

I火（5Y 6／1） 尿 （N 4！O） 日紺脚Ir

2

独上I器 ロケロナデ

J （

ロケロナデ 釦有‾英・細山！l‘含む

N トレ施し日杵 人　N 6／0） 尿 （N。′0） I
l
緑
然 付爪

3

ラ止 器 （20．6）

くノ1．8）

ロケロナデ

にぷいハ橙 （IOYR 7！4）

ロクロナデ

にふいごIl主橙 （10YR 7／3）
糸

l

1「
緑

・律1111111以トの1ミH ・ノバ色粒Jノ．含むJ
J N トレ

l

4

独L

の

出 へラナデ （粧 ）後ナデ タタキメ 刻日頃・律斗Ⅶ以トの黒色粒Jノー含む

N トレカクランJ天JIH U （】OY R4／2） 田尿 （10Y R6／1） 破Jl－

番号 器椰 l I往 （C・11り l 底律 （川り 器lLH tlnl） l　　　　　 色調　　　　　 l　 城！／こ ・ ′栂弛 ・ 年代　　 備考 1 11位r
5 染付碗 】 l （地） I　　　　　　　　　　　 H I紺拙1 I N トレカクラン
6 染1、J lL　　　 （】4．4） ［ く3．5〉　 ［（地）rl 寺凍l／4 l N トレカクラン

番号 仰畑　　　 】　 1ミさ　しHl1） 巾 （U l1） Iソ：さ （川1） 重さ（ど） l　　　　　　 備考

l

目　上棉
7 鉄製 く10．1〉 0．9 0．5 20．5 N トレ上目迫力クラン
8 く4．3〉 0，8 0．5 3．6 N トレ規道カクラン
9　 1　　　 日盤 く3．9〉　　　 ［　　　 く2．8〉 0．2　　　 ［　　　 3．8　　　 ［スリlr伯 N トレ現迫力クラン

第V章　まとめ

本遺跡では掘立柱建物址、ピット群、士坑、溝址が検出された。Ml号満址が道路跡で近代、Dl号土坑が近1世であろうと

推定できる。他の遺構の時代は明確ではない。しかしながら第3凶に示したように周辺では弥生時代後期から、ド安時代

までの竪穴住酬Lが検出されている。ことに隣接する、北近津遺跡と西近津遺跡では古墳時代中期の竪穴住居址が検出

されている。本遺跡でも古墳時代後期から奈良・平安時代の土器片が出土しており、近接して軌．（住居址が存在すること

が想定される。

引用参考文献

1971佐久市教育委員会！「佐久市長土呂西近津遺跡緊急発掘調査概報Jl

1972　佐久市教育委員会　はヒ近津・戸坂I

1984　佐久市教育委員会IP若宮遺跡（周防畑遺跡群）

1989　佐久埋蔵文化財センター丁森下こ1

1992　佐久埋蔵文化財センター「‾三貫畑Jl

1992　佐久埋蔵文化財センター「周防畑遺跡群若宮遺跡Ⅲ」］

1999　佐久市教育委員会J一両近津遺跡＿r
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掘立柱建物址

遺構名 様式 検出位置 桁行 ×梁問

（間）

桁行 ×梁間

i （m ）

桁行柱間

（m ）

梁問柱間

（m ）
長軸方位

柱穴規模
備考

短径 （cm ） 深さ （cm ）

F l － A お8 1 ×－ 2．76 ×－ 1．6 e l．16 － N －59 0　－E 32 ～3 6 4 8へノ6 0 北側調査区外

土 坑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 く残〉　 （推定）

遺構名 i検 出位置 平面形 長軸長 （cm ） 短軸長 （cm ） 深さ （cm ） 長軸方位 i　　　　　 備　 考

D l B く1 く8 8 〉 く70 〉 14 N －5 70　－E 西側 。南側カクランに切 られる。

D 2 A き10 楕 円形 120 10 0 3 8 N …29 0　－E カクランに切 られる。つ

D 3 A き10 く8 8 〉 く7 6 〉 17 N －　5 0　－W カクラ ンに切 られる。ラ

D 4 A う7 32 4 く18 6 〉 8 1 N －6 0 C　鴨E カクランに切 られる。

D 5 B け3 楕円形 15 6 116 4 4 N －2 5 0　－W D 6 を切 る。

D 6 B く2 円形 19 4 く6 2〉 9 0 N －8 20　－E カ クランに切 られる。 D 5 に切 られる。

溝 址　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 く残〉　 （推定）

遺構名 検出位置 長 さ （m ） 幅 （m ） 深 さ （cm ） 備　　 考

M l B け3～ C う6 く17．8 5〉 く0．3 5 〉～ く0．7〉 3～13 M 4 を切る。 カクランに切 られる。

M 2 A く10 ～ B き2 く7．20 〉 0．8～1．15 8 ～19 P 2 9 を切 る。カクランに切られ る。

M 3 A か9～ A か10 く1．8 0 〉 1．0 4 2 1へノ24 カクランに切 られる。

M 4 B こ4～ C あ4 く2．2 5 〉 0．58 ／）0．7 8 6～ 16 M l、カクランに切 られる。

単独ピット　　　　　　　　　　　　く残〉　　（推定）　　　　　　　　　　　　　　　　く残〉　（推定）

No． 位置
規模 （cm ）

長径×短径×深さ
平面形 覆土 備考 N o． 位置

規模 （cm）

長径×短径×深さ
平面形 覆土

l

備考

P l A き10 36 ×く26〉×37 楕「‾l‾川ラ暗褐色上層 （10 Y R 3／3 ） 北側調査区外 P 14 A え8 48 ×44 ×11 円形 暗褐色上層 （10 Y R 3／4）

P 2 A く10 40 ×36×14 ilj形 鴫褐色－「庚与（10 Y lマ3／4）
日卜＋＋

A え8 30 ×28 ×30 円形
1．暗褐色．l二層 （10 Y R 3／4）

2．褐色上層 （10 Y R 4／4）
Iを側カクランに切られる。

P 3 B き2 74 ×64 ×22 楕円形 1．黒褐色上層 （10 Y R 3／2）

2．暗褐色土層 （10 Y R 3／4 ） P 16 A え8 40 ×28 ×33 楕円形 黒褐色土層 （10 Y R 2／3）

P 4 B く2 60 ×く52〉×2 3 「I－j形 1．黒褐色」二層 （10 Y R 2／3）

2．暗褐色 上層 （10 Y R 3／3）カクランに切られる。つ

P 17 A え8 26 ×2 4×40 円形 黒褐色上層 （10 Y R 2／3）

P 18 A え8 46 ×4 4×18 「1‾－j形 暗褐色 「」啓 （10 Y R 3／4 ）

P 5 B こ4 2 2×22 ×15 円形 1．暗褐色＿上層 （10 Y R 3／4）

2 ．褐色土層 （10 Y R 4／6）

P 19 A え8 22 ×22 ×20 円形 黒褐色上層 （10 Y R 3／2）

P 20 A え8 46 ×36 ×47 楕円形 黒褐色上層 （10 Y R 2／3） 南側カクランに切られる。

P 6 B く2 26 ×24 ×9 円形 暗褐色土層 （10 Y R 3／4 ） P 2 1 A え8 19 ×18 ×10 円形 暗褐色土層 （10 Y R 3／4）

P 7 B き2 38 ×24 ×9 楕＝形 暗褐色－：「二層 （10 Y R 3／4） P 8 と新旧不明 P 22 A え8 28 ×18 ×12 楕円形 暗褐色一一土二層 （10 Y R 3／4）

P 8 B き2 3 6×26 ×8 楕＝形 暗褐色上層 （10 Y R 3／4） P 7 と新1廿イく明 P 23 A え8 2 2×22 ×23 ［‾男杉 黒褐色」二層 （10 Y R 3／2）

P 9 A い6 く64〉×く52〉×17 1．暗褐色上層 （10 Y R 3／3 ）

2．褐色土層 （10 Y R 4／4）

北側 ・東側調査区外

P 24 A お8 48 ×36 ×23 楕円形 暗褐色上層 （10 Y R 3／4）

P 25 A お8 76 ×66×16 楕円形 黒褐色土層 （10Y R 3／2）

P lO A う7 48 ×40 ×4 1 楕円形 1．褐色 上層 （10 Y R 4／4）

2．褐色 －1二層 （10 Y R 4／6）

北側カクランに切られる。つ
P 26 A お9 34 ×2 6×5 1 楕円形 暗褐色土層 （10Y R 3／4）

P 27 A お8 28 ×く16 〉×12 lI‾J形 褐色 上層 （10 Y R 4／4） 北側調査区外

P ll A い7 46 ×39 ×12 楕円形 暗褐色」＿二層 （10 Y R 3／4） P 28 A く10 38 ×26 ×10 楕円形 褐色土層 （10 Y R 4／4）

P 12 A い7 32 ×28×13 円形 暗褐色土層 （10 Y R 3／4） P 2 9 A く10 く4 4〉×く28〉×19 円形 褐色上層 （10 Y R 4／4） M 2に切られる。北側調査区外

P 13 A う7 50 ×18×27 楕円形 褐色上層 （10 Y R 4／4） カクランに切られる。
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D1号土坑（1こ2）

D2号土坑（1：2）

D5号土坑（1：2）

鞘堅貿
1　㌧、転一

一．一メ　4

（1ニ4）

M1号溝址（1こ2）

D3号土坑（1こ2）

1　D6号土坑

（1　4）

．．ニ＼

ふ

（1こ2）

ざ噌　「ト
D4号土坑（1　2）

M2号溝址（1：2）

井転・ユーで
M3号溝：址（1：2） M4号溝址（1ニ2）

′ニ‘f rl叫－Jf、

トレンチ（1こ2）



第1集　『金井城跡』
第2集　『市内遺跡発掘調査報告書1990』
第3集　『石附窯址群Ⅲ』
第4集　『大ふけ』
第5集　『立科F遺跡』
第6集　『上曽根遺跡』
第7集　『三貫畑遺跡』
第8集　『瀧の下遺跡』
第9集　『国道141号線関係遺跡』
第10集　『聖原遺跡Ⅲ』
第11集　『赤座垣外遺跡』
第12集　『若宮遺跡Ⅲ』
第13集　『上高山遺跡Ⅲ』
第14集　『栗毛坂遺跡』
第15集　『野馬久保遺跡』
第16集　『石並城跡』
第17集　『市内遺跡発掘調査報告書1991』

（1月～3月）
第18集　『西曽根遺跡』
第19集　『上芝営遺跡』
第20集　『下聖端遺跡Ⅲ』
第21集　『金井城跡Ⅲ』
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第26集　『藤塚古墳群’。藤塚Ⅲ』
第27集　『上久保田向Ⅲ』
第28集　『曽根新城V』
第29集　『箇村遺跡B　山法師遺跡B』
第30集　『市内遺跡発掘調査報告書1992』
第31集　『山法師遺跡A　箇村遺跡A』
第32集　『東ノ割』
第33集　『聖原遺跡ⅥI　下曽根遺跡I』
第34集　『西一本柳遺跡I』
第35集　『市内遺跡発掘調査報告書1993』
第36集　『蛇塚B遺跡Ⅲ』
第37集　『西一本柳遺跡Ⅲ　中西ノ久保遺跡I』
第38集　『南下中原遺跡Ⅲ』
第39集『中屋敷遺跡』
第40集『寺畑遺跡』
第41集『曽根新城遺跡I eⅢ・ⅢeⅣ。Ⅵ

上久保田向遺跡I・Ⅲ・V・Ⅵ・VⅡ
西曽根遺跡Ⅲ・Ⅲ』

第42集『寄山』
第43集『権現平遺跡　池端遺跡』
第44集『寺添遺跡』
第45集『市内遺跡発掘調査報告書1994』
第46集『濁り遺跡』
第47集『上芝宮遺跡V』
第48集『池端城跡』
第49集『根々井芝営遺跡』
第50集『藤塚遺跡Ⅲ』
第51集『寺中遺跡　中屋敷遺跡Ⅲ』
第52集『坪の内遺跡』
第53集　『円正坊遺跡Ⅲ』
第54集　『市内遺跡発掘調査報告書1995』
第55集　『番屋前遺跡I eⅢ』
第56集　『聖原遺跡X』
第57集　『高師町遺跡Ⅲ』

佐久市埋蔵文化財調査報告書

第58集　『下穴虫遺跡I』
第59集　『市内遺跡発掘調査報告書1996』
第60集　『曽根城遺跡Ⅲ』
第61集　『割地遺跡』
第62集　『野馬久保遺跡Ⅲ』
第63集　『西大久保遺跡Ⅲ』
第64集　『梨の木遺跡Ⅳ』
第65集　『中宿遺跡』
第66集　『中西ノ久保遺跡Ⅲ仲田遺跡寺畑遺跡Ⅲ』
第67集　『供養塚遺跡』
第68集　『前藤部遺跡』
第69集　『高山遺跡I eⅢ』
第70集　『親書堂遺跡』
第71集　『市内遺跡発掘調査報告書1997』
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